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 政府は「IT 新改革戦略」を定め、平成 22 年度を目標に、学校における IT 環境の整備、教員の教

科指導における IT 活用指導力の向上、児童生徒の情報モラルを含む情報活用能力の向上を図ること

を、重要な課題として位置づけた。 

 また、多くの先行研究により、ICT を授業に活用することによる効果が明らかにされてきており、

全教員が ICT を活用して授業を行えるようになることが、必須のこととして求められるようになっ

てきているが、現状では、実際の教室の中で、ICT の活用が日常的に行われている状況は少ない。

 このような状況から、本研究会議では、授業の中で ICT を活用することができる教員を増やして

いくためには、ICT を活用している具体的な実践例を示していく必要があり、その手段として、実

践例を手軽に見ることができる映像を用意することが有効なのではないかと考えた。 

 そこで、ICT を活用している事例を分類し、日常的に ICT を活用する場として、普通教室で ICT

を活用した授業実践を行い、より具体的に活用場面を伝えることができる、ビデオクリップ集の開

発を行った。 

要   約 
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Ⅰ 主題設定の理由 

１ はじめに 
政府は、学校教育の情報化に向けて、「e-Japan 戦略」１）の中で、平成 17 年度までに、全ての

小中高等学校等のあらゆる授業において、コンピュータを活用できる環境を整備することを目標

として掲げ、その達成に向けて各自治体で整備が進められてきた。 

さらに、「e-Japan 戦略」の目標を継承しながら、政府は「IT 新改革戦略」２）を定め、平成 22

年度を目標に、学校における IT 環境の整備、教員の教科指導における IT 活用指導力の向上、児

童生徒の情報モラルを含む情報活用能力の向上を図ることを、あらためて重要な課題として位置

づけた。 

「IT 新改革戦略」の中では、IT 環境の整備として、超高速インターネットへの接続、校内 LAN

の整備、液晶ビデオプロジェクタ（以下、プロジェクタとする）等の周辺機器の整備、教員１人

１台のコンピュータの配備などが目標とされ、IT を授業に活用しやすい環境作りに向けての整備

を進めようとしている。 

また、教員の教科指導における ICT 活用指導力の調査についても、平成１７年度までは、教員

の ICT 活用指導力の有無のみで行ってきた。しかし、この戦略によって平成 18 年度より、情報モ

ラルの指導や校務への活用も含め、５つのカテゴリー、18 のチェック項目に細分化した。より基

準の具体化・明確化された調査を行うようになった。 

すなわち、コンピュータや種々の周辺機器の整備が進むに伴って、教員が ICT を活用し、活用

指導力を向上させていくことが、より重要な位置づけとして示される状況となってきている。 

川崎市総合教育センターの情報教育研究会議では、平成 17 年度に「情報機器による情報活用の

実践力をめざした指導計画の作成」３）として、ICT を授業に取り入れやすくするための、小中学

校における ICT を取り入れた指導計画の作成の研究が行われた。 

続く、平成 18 年度には、「ICT 活用指導力の向上をめざして」４）として、ICT 活用による生徒

の学習の向上を見るための検証授業と成果の確認などの研究が行なわれ、ICT 活用が学習指導に

効果があることが報告された。 

同様に、メディア教育開発センターによる、「ICT を活用した授業の効果等の調査結果報告書（概

要）」５）においても、全国で 334 件の実証授業を行い、ICT を活用した授業が、児童生徒の学習に

対する興味関心の高まりや、知識理解の定着率の向上などに有効であることが報告された。 

このように、ICT の活用によって得られる効果が明らかにされ、実際に授業を行う上での環境

整備が進む中で、教員にとって ICT 活用が身近なものとなり、ICT を活用して指導を行うことが

必須のものとなろうとしている。 

 

 

１）首相官邸 高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部（IT 戦略本部）「e-Japan 戦略」2001 年 

２）首相官邸 高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部（IT 戦略本部）「IT 新改革戦略」2006 年 
３）山口 嘉徳 「情報機器による情報活用の実践力をめざした指導計画の作成」 

川崎市総合教育センター紀要 2006 年 

４）金野 昌暢 「ICT 活用指導力の向上をめざして」川崎市総合教育センター紀要 2007 年 

５）独立行政法人メディア教育開発センター 

「ICT を活用した授業の効果等の調査結果報告書（概要）」 2006 年 
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図１ 教員の ICT 活用指導力の状況 
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２ 主題設定について 
現在まで、多くの授業の中で、教材を“大きく見せる”提示方法の取り組みが行われている。

コピー機で拡大コピーを繰り返し、貼り合わせて大きな掲示物を作成したり、TP シートに図表を

書き写し、OHP で投影したりするなどの取り組みを行ってきた。“大きく見せる”ことで、資料を

細部まで見ることができ、情報の共有化が図りやすくなること、児童生徒が学習内容の理解を深

めていくことに有効な手段であることを認識して、多くの教員が授業に取り入れている。 

ICT を活用しやすい環境が整備され、OHP に変わって、実物投影機（以下、「OHC」とする）とプ

ロジェクタや、コンピュータとプロジェクタといった、多様な機器によって“大きく見せる”こ

とが簡単にできるようになってきた。しかし、「学校における教育の情報化の実態等に関する調査

結果」６）の教員の ICT 活用指導力の状況(図１)を見ると、「授業中に ICT を活用して指導する能

力」が、５つのカテゴリー中で最も低い結果となっている。現在の段階では、ICT が授業中に十

分に活用されてい

る状況にはないこ

とが考えられる。 

また、授業への

ICT 活用を促進し

ていくための研修

会などで、OHC と

プロジェクタを利

用すれば、“大き

く見せる”ことが、

簡単にできること

を提示すると、多

くの参加者から

「そんな簡単な使

い方でいいのか？」と驚きの声が上がる場面に出会うことがあり、ICT 活用の有効性が認識され

ていないことがうかがえた。 

このような状況から、授業の中で ICT を活用することができる教員を増やしていくためには、

ICT を活用している具体的な実践例を示していくことが重要で、その手段として、実践例を手軽

に見ることができる映像を用意することが有効なのではないかと考えた。 

そこで、ICT を活用している事例を分類し、日常的に ICT を活用する場として、普通教室で ICT

を活用した授業実践を行い、より具体的に活用場面を伝えることができるようにしていくために、

次のような主題を設定した。 

 

 

 
６）文部科学省 「平成 18 年度学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果」 2007 年 

教員の ICT 活用指導力の向上を 

めざすためのビデオクリップ集の開発 

－ 普通教室で ICT 活用をより日常的にしていくために － 



 - 166 -
Ⅱ 研究の内容 

１ 研究の方法と流れ 
   研究を進めるにあたり、次の４つの段階に分けて進めた。 

 （１）ICT 活用状況の現状把握と資料収集 

情報教育に関わる政府や文部科学省の諸政策、川崎市総合教育センターを含む教育研究所で行

われた先行研究についての資料収集を行った。さらに、ICT 活用に関するアンケートを行い、ICT

活用に係わる現状把握を行った。 

 （２）ICT 活用事例の収集・分類 

普通教室で日常的に活用していくことを考え、OHC などの映像入力機器やコンピュータとプロ

ジェクタを活用した先行事例について、インターネット上や書籍などに公開されている実践事

例・指導事例等を収集・分類して、日常的に取り入れやすい事例を明らかにした。 

 （３）授業実践と実践例の記録・収集 

収集・分類を行った事例をもとに、ICT 機器が活用されている具体的な場面を含む授業実践を

行い、その実践の映像記録を収集した。 

 （４）ビデオクリップ集の作成とまとめ 

   授業実践より収集した映像記録から、ビデオクリップ集を作成した。さらに、市内小中学校へ

の周知、配布の仕方についての検討を行った。 

 

２ ICT 活用を取り巻く環境と ICT 活用状況の現状把握 

川崎市内の小中学校の普通教室での“大きく見せる”活用に係わる機器の活用状況、ICT の活

用に対する教員の意識を、川崎市総合教育センター情報・視聴覚センターによる「コンピュータ

室の活用状況調査」７）及び、先行研究８,９）を参考に分析した。さらに、小学校２校、中学校３校、

計 150 名の教員を対象としたアンケートより現状の把握を行った。 

 

（１）授業へのコンピュータの活用状況について 

平成 16 年度調査 10）では、“授業でのコンピュータ活用はどのくらい？”の質問に対して、“活

用が多い”と答えたのは約 1/3 程度で、授業へのコンピュータ活用が積極的に行なわれていると

は、言えない状況であった。 

平成 19 年度、本研究会議で行なった調査（図２）では、平成 18 年度末に行われた、「教員の

ICT 活用指導力に関する調査」11）の調査項目を参考に、より実態に即した活用状況をみるために、

質問の項目を“授業準備段階での活用状況”と“授業中の活用状況”に分けて調査を行った。 

この結果、“授業準備段階での活用状況”は、９割を超える教員が活発にコンピュータを活用し

ていることが明らかとなった。 

 

 

７）川崎市総合教育センター 情報・視聴覚センターによる市内小中高に対する独自調査 
８）川崎市総合教育センター 「IT 授業活用のすすめ」 2005 年 
９）相模原市立総合学習センター研究収録第 199 集「IT はいかなる教育効果を発揮し得るか」2005 年 

10）前掲書８） 

11）前掲書６） 
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しかし、“授業中の

活用状況”では、“活用

が多い”が５割を割り

込み、準備段階の半分

となっている。 

授業へのコンピュー

タの活用が、授業準備

段階に比べて、進んで

いない状況を読み取る

ことができた。 

これらのことから、

現状でどのようにコン

ピュータが、授業の中

で活用されているのか

を明らかにし、取り入

れやすい活用方法を検

討する必要があると考

えた。 

（２）教室移動用コンピュータの活用状況について 

川崎市内の小中学校には、教室移動用コンピュータとして、プロジェクタとノート型コンピュ

ータが２セット配置されている。中学校の教室移動用コンピュータの活用状況（表１）から、多

くの教科等で利用されているように見えるが、年間の授業時間数に対する２台のプロジェクタの

活用率を計算すると、約８％程度の活用

率に過ぎない状況にある。 

このことから、中学校では、日常的に

普通教室で“大きく見せる”活用に、教

室移動用コンピュータを活かしきれてい

ない現状がわかった。 

また、小学校からは、活用実績の報告

がほとんどなかったことから、“大きく見

せる”活用の具体的な実践例を示すこと

が必要なのではないかと考えた。 

（３）デジタル機器の活用状況について 

   普通教室で“大きく見せる”活用に、活用しやすいと考えられるデジタル機器の活用状況の調

査を行った。授業準備、授業中の２場面で、機器の活用の頻度を４段階に分け、それぞれの活用

状況を調査した。（図３、４） 

普通教室での資料提示の方法として、長い間、OHP の活用が行われてきた。しかし、今回の調

査の結果、OHP の活用状況は、プロジェクタやデジタルカメラなどの活用状況を大きく下回る結

果となった。 

12）前掲書７） 

表 1 中学校の教室移動用コンピュータの活用状況 

（市内５０校の使用時間の合計）

 教科 時間  教科 時間

① 国語 58 ⑨ 英語 32

② 社会 1474 ⑩ 総合的な学習 376

③ 数学 71 ⑪ 特別活動 168

④ 理科 252 ⑫ 道徳 14

⑤ 音楽 0 ⑬ 特別支援学級 393

⑥ 美術 90 ⑭ 部活動 651

⑦ 保健体育 18 ⑮ その他 512

⑧ 技術・家庭 714    

平成 18 年度 「コンピュータ室の活用状況調査」12）より

（質問）授業へのコンピュータ活用はどのくらい？ 

活用が多い 

３３％ 

活用が少ない

６５％ 

活用していない２％

 

２００４年調査

活用が多い９２％ 

活用が少ない 

５％ 

活用していない

３％ 
活用が多い

４４％ 

活用が少ない１９％ 

活用していない 

３７％ 

２００７年調査 

図２ 授業へのコンピュータの活用状況の変化 
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今まで、写真などを OHP で見せるために、TP シートにコピーするなど、教材作成にもかなりの

時間を必要とし、白黒で見せることが多かった。一方、OHC やデジタルカメラとプロジェクタを

活用することにより、教材作成に時間をかけることなく、その写真をそのままに、カラーで鮮明

に見せることが可能となったが、まだまだ普及にはいたっていない。 

また、授業準備段階でのデジタルカメラの活用状況に比べ、授業の中での活用が低くなってい

ることについては、撮影した写真を、プリントや掲示物などの、印刷物として児童生徒に提示し

ていることが考えられる。そこで、デジタルカメラをプロジェクタに直接接続することで、印刷

をする手間をかけることなしに、見せることができるといった、具体的な活用例を示すことが有

効ではないかと考えた。 
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図３ 授業準備段階の機器活用状況 
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図４ 授業中の機器活用状況 

（４）ICT 活用に対する意識調査について 

150 名の教員に対して行った、ICT 活用に対する意識調査の回答では、ICT 活用の利点（図５）

として、”学習形態や学習方法が多様になる”、“教材や指導案づくりの情報収集が効果的にでき

る”、”わかりやすい授業ができる”の回答が多く、ICT を授業の中で活用していくことの利点を

感じていることがわかった。 

一方、ICT 活用ができない理由（図６）として、“教材準備に時間がかかる”、“トラブルに対応

できない”、“機器が少ない”の回答が多く、平成 16 年度調査 13）と大きな変化はなかった。利点

は十分に理解されつつも、困難さは解決されていない状況であることがわかった。 

13）前掲書８） 
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これらのことから、普通教室で“大きく見せる”活用を伸ばしていくためには、“教材準備の時

間”、“機器のトラブル”など活用しにくいと感じている部分を軽減すること、“活用方法がわから

ない”の回答も多かったことから、より具体的な活用方法を示すことが必要であると考えた。 

8%

5%

6%

32%

56%

64%

68%

0% 20% 40% 60% 80%

その他

児童生徒とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝが高まる

個に応じたきめ細かい指導ができる

実践事例など授業に役立つﾋﾝﾄが得られる

　　　　　わかりやすい授業ができる

教材や指導案づくりの情報収集が効果的にできる

学習形態や学習方法が多様になる

 

図５ ICT 活用の利点 
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22%

32%

30%

42%

40%

41%
33%

8%

49%

8%

9%

52%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

その他

コンピュータやICT機器がにがて

活用方法がわからない

コンピュータは難しい

コンピュータやICT機器が少ない

トラブルに対応できない

教材準備に時間がかかる

H16

H18
 

図６ ICT 活用ができない理由 

３ ICT 活用事例の収集・分類 

ICT の整備・活用状況や、ICT 活用に対する教員の意識調査より、日常的に ICT の活用を行える

教員を増やしていくためには、コンピュータ室のような、特別な環境ではなく、日常的に授業を

行う場である、普通教室での活用事例を示すことがよいのではないかと考え、具体的な活用事例

を収集・分類してみた。 

活用事例の収集方法としては、川崎市総合教育センター希望研修「ICT 授業活用 A・B」に参加

の教員へのアンケート、インターネット上に公開されている「“IT 授業”実践ナビ」14）、川崎市

立小学校情報教育研究会の「活動アイディア」15）、図書資料として「映せばわかる プロジェク

タ活用５０の授業場面」16）より、90 事例を収集した。 

分類に当たっては、１時間の授業の流れを３つの学習場面に分け、活用教科、活用内容、活用

機器で整理を行い、“ICT 活用場面分類表 導入編”（表２）、“展開編”（表３）、“表現・まとめ

編”（表４）にまとめた。 

 

14）文部科学省 “IT 授業”実践ナビ http://www.nicer.go.jp/itnavi/ 

15）川崎市立小学校情報教育研究会 活動アイディア 

                 http://www.keins.city.kawasaki.jp/study/original/ke9015.html 

16）高橋 純、堀田 龍也「映せばわかる プロジェクタ活用 50 の授業場面」2006 年 高陵社書店 
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表２ ICT 活用場面分類表 導入編 

 

   導入編（表２）では、収集した事例の半数が OHC の活用で、資料集や器具を見せる活用や、手

本を示す、実演するといった活用が多く見られた。 
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表３ ICT 活用場面分類表 展開編 

 

   展開編（表３）では、コンピュータを活用した事例が多く見られ、インターネット上に公開さ

れているデジタルコンテンツを視聴するものや、プレゼンテーションソフトを利用して学習課題

の出題を行う活用が見られた。 
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表４ ICT 活用場面分類表 表現・まとめ編 

 

   表現・まとめ編（表４）では、プレゼンテーションソフトを活用して、学習した成果を発表す

る活用が多くみられた。 
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４ ICT 活用事例ビデオクリップ集作成のための授業実践 

   ICT 活用の具体的な活用事例を示し、授業における効果を検証するために、活用事例の授業実

践を行った。授業は、３つの活用場面（表２～４）で整理した活用事例を基に、活用に使用され

る機器や活用における難易度と、活用に伴う教材準備に要する時間などを考慮に入れた。 

   さらに、ICT 活用に一歩踏み出すきっかけとなる、ICT 活用事例をわかりやすく伝えるためのビ

デオクリップ作成に、この授業実践を利用していくことにした。 

 

（１）教科書を活用した授業実践 

OHC を活用すると、教科書 17）に書かれている小さな図表を、黒板上に貼られたマグネットスク

リーンに大きく見せることができる。さらに、板書をしている感覚で、直接スクリーン上に情報

を書き入れ

ることもで

き、黒板に

図表を写す

時間を取ら

れることな

く、必要と

される内容

を児童生徒

に伝えなが

ら、授業を

進めること

ができた。 

   図７の活用では、機器の準備さえできていれば、手元に

ある教科書を映すだけですむので、事前に教材を作成する

時間を省くことができる。 

普通教室で気軽にできる有効な活用の手段として、“教科

書を大きく映してみよう”（図８）というビデオクリップを

作成した。 

（２）作品の発表に活用した授業実践 

見たことや感じたことを短い言葉で表現し、OHC を活用し

て発表した。（図９） 

   Ｂ５サイズの画用紙に個々に作品を書き、発表を行った。

そのままの用紙を黒板に掲示しても、クラス全体で鑑賞する

ことはできないが、OHC で拡大投影することにより、本文や

挿絵から題名を予測させる発表を円滑に進めることができた。 

この実践例より、“小さな作品を大きく見せる・国語編”（図

10）というビデオクリップを作成した。 

 

17）澤田 利夫、坂井 裕「中学数学 １」 教育出版 2006 年 P.59 

 

図７ OHC と教科書 17）を活用した実践例 

黒板に教科書の図

形を写す時間を省

くことができる。

黒板にチョーク

で書くのと同じ

感覚で、ホワイト

ボード用マーカ

ーで、スクリーン

に直接書き込め

る。 

図８ ビデオクリップ 教科書

 を大きく映してみよう 

図 10 ビデオクリップ 小さ

な作品を大きく見せる・国語編
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（３）電子黒板を活用した授業実践 

   ICT 活用をすでに始めている教員向けの活用事例として、今後普及が見込まれる機器である電

子黒板を活用した実践を、算数「図形の学習」で行った。（図 11） 

   電子黒板とは、コンピュータの画面をそのままを大画面で提示でき、画面上で手書入力やコン

ピュータの操作を行える機能を持った機器の総称である 18）。 

電子黒板を活用すると、事前にコンピュータで示した図表

に、専用のペンで簡単に書き込みを行うことができる。黒板

では大型の定規などを用いなければならない直線を、専用ペ

ンで容易に引くことができる。また、コンピュータをスクリ

ーン上で操作することができることから、板書をしているよ

うな感覚で授業を進めることができる。 

これらの実践例より、“電子黒板の活用・専用ペンで書いて

みよう”（図 12）というビデオクリップを作成した。 

 

18）清水 康敬「電子黒板で授業が変わる」 高陵社書店 2006 年 P.15-16 

見
本
を
大
き
く
提
示
す

る
こ
と
で
、
共
通
確
認
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
。

図９ OHC を活用して発表を行う実践例 

図 12 ビデオクリップ・専

用で書いてみよう 
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５ ICT 活用事例ビデオクリップ集の作成 
授業の中で ICT 活用をすることができる教員を増やすためには、実践例を映像の形で手軽に見

ることができる環境を用意することが有効なのではないかと考えたことから、普通教室で ICT 活

用をした授業実践を通して、17 の事例を持つビデオクリップ集としてまとめた。（表５） 

   17 事例のビデオクリップは、機器の活用の仕方、授業の進め方、児童生徒の反応などを、１分

間程度の時間で伝えられるように意識して作成した。 
   作成したビデオクリップ集の視聴方法としては、より多くの方に利用してもらうために、ICT

活用についての校内研修などで利用することを想定した“DVD 版”を作成した。 

   また、川崎市教育情報ネットワーク（KEINS-NET）内の、川崎市総合教育センターの Web ページ

に載せ、各学校から活用することができるよう“Web 版”も作成した。この、Web 版については、

ビデオクリップを視聴する他に、ICT 活用分類表や授業実践を行う中で開発した、小学校２年生

用の漢字の読み方と書き順学習用のフラッシュ型教材、各 160 字などの資料も載せた。 

電子黒板用ペンを

使うと、自由に書

き込みができる。

簡単に、き

れい に直

線を 引く

こと もで

きる。

四角形に分割 

三角形に分割 

八角形を 
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表５ ICT 活用事例ビデオクリップ集の内容 

No. 

場面 

I C T 

機 器 クリップの内容 
9 

展開

フラッシュ型教材の活用 

比例の式を作ってみよう！

１ 

導入 
 

調理実習で活用 

   さつまいもを切る！

10 

展開

ワープロソフトの活用 

 スクリーンを上手に使う

２ 

導入 
 

被服学習での活用、作業の

ポイントを大きく見せる！

11 

展開

コンピュータと電子黒板の

利点を活かす 

３ 

導入 
 

OHC の活用 

   分度器を大きく映す

12 

展開

電子黒板の活用・専用ペン

で書いてみよう 

４ 

導入 
 

校内ＬＡＮの活用 

      天文の学習 

13 

展開

電子黒板の活用・シェード

機能を使ってみよう 

５ 

導入 
 

フラッシュ型教材、漢字の

読み方の学習 

14 

表現

小さな作品を大きく見せる

国語編 

６ 

導入 
 

フラッシュ型教材、漢字の

書き順を空書きしよう 

15 

表現

小さな作品を大きく見せる

算数・数学編 

７ 

展開 
 

ワークブックに 

    直接に書き込み！

16 

表現

デジタルカメラの活用 

 作品の発表と記録を残す

８ 

展開 
 

OHC の活用、教科書を大き

く映してみよう 

17 

その他 

マグネットスクリーンを上

手に活用 

 

Ⅲ 研究のまとめ 
１ 研究を通して見えてきたこと 

   授業実践を積み重ねた結果、授業後の児

童生徒の感想に変化がみられた。 

   活用初期の段階では、授業で使用された

機器の特徴や機能に対して、“おもしろか

った”、“問題が飛び出してきて驚いた”な

どの感想が多くみられた。 

   活用が進むにしたがって、画面の見え方

や、機器の活用方法に対する、「ノートが写

しやすい」、「細かいところまで、はっきり

見えた」などの、機器が学習の手助けとな

っていることに対する感想を持つようにな

った。 

   更に、自分の考えた計算式をＡ４用紙に

記入し、OHC を活用して発表を行う授業後

の感想では、「いろいろなやり方があった」、

「人の意見や考え方がわかった」などの学

習内容に対する感想を書く児童生徒の人数

が、ICT 活用以前よりも多くなった。 

   活用初期の段階では、学習内容よりも機器への興味関心を示していた児童生徒が、日常的に学

習の中に ICT を活用することによって、徐々に学習内容に対して興味関心を深めていった。これ

図 13 授業後の感想の変化 
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らの変化から、授業の中に ICT 活用を行うことの効果を確認することができ、ICT 活用を継続し

ていく必要性を感じた。 

児童生徒の変化だけでなく、教員にも変化が見られた。ICT 活用を全くしたことが無かった研

修員が、電子黒板を活用して、六角形の内角の和を求めるために、三角形や四角形に分けて考え

る授業を参観して（図 11）、図形の中に簡単にきれいに直線が引けることを知ったことで、比例

のグラフの作図を行う授業で使えるのではないかと考え、自ら ICT を活用した授業に踏み出して

いく姿を見ることができた。 

このことから、授業の中で ICT 活用を行ったことがない教員が、実際の活用に一歩踏み出すた

めには、活用している場面を実際に見て、機器の活用の仕方、授業の進め方、児童生徒の反応な

どに触れることにより、活用の手立てを得ることにつながるのではないかと推察できる。 

 

２ 研究の成果 

授業の中で ICT 活用をすることができる教員を増やしていくためには、ICT 活用の実践例を映

像の形で手軽に見ることができる環境を、用意することが有効なのではないかと考え、研究を進

めてきた。 

   本来は映像ではなく、実際に ICT を活用している授業を見ることが理想的ではある。しかし、

多くの教員は、ICT を活用している授業を数多く見ることは、そう簡単ではなく、むしろ、実際

に活用されている場面を見ることは難しい状況にある。 

そこで、ICT 活用が行われている授業実践を積み重ね、機器の活用の仕方、授業の進め方、児

童生徒の反応など、その場の雰囲気をより感じてもらうことができるような、具体的な活用場面

を映像記録の中から取り出し、17 事例のビデオクリップを作成し、ICT 活用事例ビデオクリップ

集としてまとめ、DVD 版、Web 版の２種類の視聴方法で配布した。 

今回作成したビデオクリップの視聴により、実際に授業を見ることの代わりとなり、活用への

イメージを深め、授業の中で ICT を活用しようとする意欲をかきたてる、有効な手立てとなると

考える。 

 

３ 今後の課題 

今回作成したビデオクリップの中では、ICT 活用の一例として、手元にある資料を OHC で“大

きく見せる”活用を示した。デジタルカメラやビデオカメラは、撮影記録した資料を見せること

に使うものと考えられがちであるが、これと同様の活用を、OHC と置き換えて行うことができる。 

このように、様々な機器を活用していく方法が考えられることから、今回作成した活用方法の

見直しや補充、新たな事例の作成等を行うことが、ICT 活用を更に普及していくことに効果的で

あると考えている。 

また、授業の中での活用場面や活用方法をわかりやすく示すために、ビデオクリップと学習指

導案と連携させることなど、内容面での充実も図りたいと考えている。 

本研究では、教員の ICT 活用指導力の向上をめざし、活用場面を映像で訴えることにより、ICT

活用への一歩を踏み出すことができるように、ビデオクリップ集の開発を進めてきたが、効果の

検証までにはいたらなかった。 

今後は、このビデオクリップ集を、ICT 活用に関する校内研修などで活用してもらい、ICT 活用

に踏み出すきっかけとなったのかを検証し、普及につなげていきたいと考えている。 
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最後に、研究を進めるに当たり、ご支援、ご助言をくださいました講師の先生方、取材に協力を

していただきました先生方、また、研修員所属校の校長先生をはじめ、教職員の皆様に心より感謝

し、厚くお礼申し上げます。 
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